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第 1章	 中国の中央・地方政府による微博の活用	
		
1.1	 微博とは	
		
中国互聯網絡信息中心（2017）によれば、2017年 6月時点で中国のインターネットユー
ザー数は 7.51 億人に上り、インターネット普及率は 54.3%である。そのうち、携帯電話を
通じてモバイルインターネットを利用するユーザー数は、2016年末より 2,830 万人増え、
7.24 億人に達しており、インターネットユーザー全体の 96.3％を占める。	
“Web2.0”という表現に象徴されるように、インターネットの普及は人々の情報発信力
を飛躍的に高めることに貢献した。次に登場した Facebook や Twitter、微博、微信をはじ
めとするソーシャルネットワーキングサービス(SNS)は、ユーザーたちが各自で作り上げ
たインターネット上のネットワークを使って情報を取得、共有することで、各種の情報を
今までより早く、広く、そして深く拡散することを可能にした。例えば、中国の代表的な
SNS である微博のユーザーたちはお互いをフォローすることで、いつか、どこかで起こっ
ていることをすぐに共有することができるので、以前ならある特定の地域の人しか知るこ
とができなかった情報であっても、現在は全国に行き渡り、注目され、人気のある話題に
なるということが起こりうる。すなわち、このような情報発信力と情報拡散力を持つ SNS
はユーザーたちを諸々なトピックや事件に注目させ、政治経済、社会、文化に莫大な影響
を与えていると考えられる。	
中国互聯網絡信息中心（2017）によれば、現在、中国において主に利用されている SNS
とその利用率は以下の通りである。1位は微信（WeChat）で 84.3％、2位は QQ 空間
(Qzone)で 65.8％であり、3位が微博(Weibo)で 38.7％、以下、豆瓣網(douban)(8.6％)、
天涯社区（Tianya	Club）(6.0％)、	LinkedIn(4.5％)と続く。ここで示した通り、微博は
利用率の面から見たときには 1位ではないが、中国においてはインターネット上の世論形
成に最も影響力を持つメディアとみなされる傾向にある(姜ら,2016)。周ら（2014）は微
博で検索すれば、現に話題になっていることや、ある事件に対する多様な見方などを知る
ことができるとし、微博という新しいメディアが、中国における社会問題の摘発及び全国
的な伝播に対して大きな効果を持ち、重要であるとした。特に、微博の出現により、政
府、マスコミ、市民の 3者関係が従来の一方的な関係から、少しずつ平等で双方向の関係
になっていると指摘した。“微博は最も大きな公共圏である”とする見方もある（中国伝
媒大学媒介与公共事務研究院，2017）。	
微博とは、そもそもは 2009年 8 月に中国において設立されたマイクロブログサービス
で、中国語版 Twitter とも呼ばれている。中国新浪会社が開発・運営しており、2014 年 3
月 28 日に	“新浪微博”から“微博”に改名した。1つの投稿の最大文字数は、かつては
Twitter と同じ 140文字であったが、2016 年 2月 28 日に 2000文字に変更された。新浪科
技（2017）は、2017年 9 月時点の微博の平均 MAUs（monthly	active	users）は 3.76 億人
であり、平均 DAUs（daily	active	users）が 1.65億人であると発表した。微博数据中心
（2016）によると、2016 年 9月時点の微博の MAUs（monthly	active	users）の中、モバ
イル端末を使って微博を利用しているユーザーは全体の 89%を占めることから、利用空間
に囚われることなく、いつでもどこでも利用されていることが、微博の特徴の一つである
と考えられる。一方、凱度（2017）によると、2017年 4 月までに、中国の SNS ユーザーの
 
 
 
4 
 
平均年齢は 33.1 歳であり、微博が 18歳から 25 歳までの若年層において、45.9％という
高い使用率を持っている。さらに、微博数据中心（2016）によると、30歳以下の青年層が
微博の主要ユーザー群でユーザー全体の 80%以上を占めており、特に 18歳から 30 歳まで
のユーザーが全体の約 70%を占める(2016 年 9月 30日時点)。	
	
1.2	 中国の政府による微博の活用	
	
情報技術の発展は国や文化を問わず社会のあらゆるところに影響を及ぼしてきている
が、中国においては政府行政領域への影響が最も大きい。特に 2010 年からは、全国各地
の政府機関や官僚たちが政務微博の運用に取り組んでいる。これは従来の手紙、訪問、電
話などを通じた消極的な政府と市民との関係づくりを脱却し、より強力でインタラクティ
ブな関係性を構築しようとする政府の姿勢の現れであると言える。なお、ここで言う「政
府と市民とのインタラクション」とは、張（2017）が定義したような、まず市民が何らか
の手段やチャンネルを通じて政府に対して自身の要望や社会的ニーズを告げ、政府がその
要望や社会的ニーズに応答やフィードバックをしてから、市民が政府の応答やフィードバ
ックを基に政府を評価するという一連のプロセスを指す。	
政務微博とは、中国政府（中央政府および地方自治体）とその部門、あるいは官僚個人
が、行政、意思疎通、情報伝達、サービス提供などのために運営している微博上での公式
アカウントのことである。2009 年 11月 11 日に中国初の政務微博アカウント“湖南常德桃
園県人民政府官方微博”が登録されて以来、2017年 6 月 30 日までに 171,411 件ものアカ
ウントが開設された。内訳は、政務機構微博(すなわち機関のアカウント)が 132,012 件、
公務人員微博(すなわち個人のアカウント)が 39,399 件である。なお、政務微博アカウン
トの数は 2011 年以降爆発的に増加したので、2011年は“政務微博元年”と言われてい
る。政務微博アカウントにおける発言は、政府の見解や政府のスタンス表明と見なされて
いる。毛ら（2014）は、政務微博を用いた情報発信や市民とのインタラクションは、従来
の政務プラットフォームと比較して格段に迅速さが増やし、利便性が向上するだけにとど
まらず、政府の行政コストを減らし、市民の要望により効率的に対応することもできると
主張した。また、張ら（2015）は、社会的な事件が起こった際に、政府による迅速な情報
公開が社会の損失を減らすだけでなく噂の拡散を防止することもできるという意味で、政
府にとっての政務微博の存在は大きい、と述べた。一方で、王（2016）が指摘したよう
に、微博ユーザーはマスメディアによる議題設定をただ受動的に受け入れるのではなく自
ら議題を発見して設定するようになり、それらの情報の拡散が迅速に行われるようになっ
たことで世論が形成されるまでの時間が大幅に短縮され、結果として迅速に対応しないと
政府への評価が下がるという状況を生み出すことにもつながった。	
唐ら（2016）は、2011 年以降の政務微博アカウントの増加を受けて、政務微博がすでに
中国最大の政務情報発信プラットフォームになっていること、現在、政府は市民生活への
サービス提供と政務情報公開のための利用に力を入れていることを指摘した。白ら(2017)
は政府による政務微博の利用をより詳細に分析し、次の 4つの領域に集中していることを
指摘した。第一に「情報発信とインターネットユーザーとのインタラクション」がある。
これは政務に関する情報の公開と市民とのコミュニケーションや質疑応答のことを指す。
第二に「	注目度の高い話題への対応」がある。これは政府が社会的な注目を浴びる事件
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に対してとる対応と公式発表を行うことである。第三に「市民参加」がある。これは市民
が政務微博の利用を通じて公共政策に対して何らかの影響を与えることを指す。最後に
「公共サービスの提供」がある。これは、市民から収集した意見等をふまえた上 SNS を通
じて公共サービスを提供することである。	
政府による政務微博の活用を、特に市民参加という観点から論じた研究も存在する。例
えば、付（2017）は微博が市民参加の主要なチャンネルであるとし、参加者の特徴を詳細
に分析した。結果として、若年層と中年層で収入が低レベルから中レベルまで、年齢が 18	
～24 歳までのユーザーが主たる参加者だということがわかった。これはこれまで政府に対
する発言力を持たなかった人々が政務微博の利用を通じて政治参加の機会を与えられたと
いうことを意味する。	
辛(2013)は、政府と市民との新たなインタラクションの仕組として、政務微博を通じた
「問政」があるとした。「問政」とは各種の政務機関が微博を利用することで、政務公
開、民意の聞き取り、執務の民主化・合理化を実現することであると定義した。周(2013)
は、市民による政務微博の利用は政府への信頼を高める効果があったと指摘し、政務微博
が政府の信用力を上げることができると主張した。	
侯(2015)は、政務微博の新たなあり方として政務微博マトリックスがあり、これが政府
による対応の迅速化と行政の効率化に寄与すると述べた。政務微博マトリックスとは、プ
ロジェクトごとのアカウントと職能部門ごとのアカウントの総合体のことを指す。代表的
な事例として、銀川市政務微博マトリックスがあげられる。これは中国寧夏回族自治区
(中国西北部に位置する自治区(日本の「都道府県」にあたる行政組織)）銀川市政府が作
っている政務微博マトリックスであり、主に政府機能の変革、社会管理の革新、公益の保
護、の 3つの領域に活用されている（中国伝媒大学媒介与公共事務研究院,2017）。中国
伝媒大学媒介与公共事務研究院（2017）によれば、銀川市政務微博マトリックスの特徴は
次の 3点である。第一に、「よく考えられた組織構成」である。ここでは、全 513 件のア
カウントを各政府機関の上下関係に基づいた 3つの階層に分けて配置し、それぞれのアカ
ウントの役割分担を明確にしている。第二に、「インターネットユーザーとマスメディア
との健全な提携制度」である。銀川市政務微博マトリックスでは一般の微博ユーザーから
寄せられた質問や意見に回答するだけでなく、マスメディアの番組やコラムを通じて寄せ
られた市民からの意見を政務微博経由で収集したり、その意見に回答したりすることで、
より広範な意見の収集と対応に取り組んでいる。最後に、「健全な監督体制」である。こ
の政務微博マトリックスの構成メンバーアカウントはその運営状況が定期的に評価され、
問いかけに対する対応を怠ったり、世論の状況を隠蔽したりした場合、行政処分を下され
る。このような特徴を持つ銀川市政務微博マトリックスはその運営成果が認められ、
“2016 年度政務微博マトリックス組織貢献賞”、“2016 年中国最も影響力のある政務新
メデイア”などを受賞した（中国伝媒大学媒介与公共事務研究院，2017）。	
	
1.3	 研究目的	
	
鄭（2012）は政府、警察、交通、司法などの政務微博アカウントから、10 件のアカウン
トを抽出し、その投稿内容に対して内容分析を行った。結果、政務微博は、政務、公共サ
ービス、ニュース、市民のメッセージへのリアクション、という 4種類の投稿をしている
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ことがわかった。このように、政府が政務微博を通じて発信する投稿内容に関する研究は
いくつか存在する。しかし、政務微博の投稿を市民の側から分析した研究はそれほど多く
ない。あっても社会的な大事件においてどのような投稿が行われたかを明らかにしたもの
がほとんどである。例えば、陳(2016)は、2015年８月 12 日に中国天津市で起こった「8・
12 天津爆発事故」を対象に市民による投稿を分析した。結果として、投稿内容は、政府や
関連企業に対する責任追及、事故における市民の詐欺等不適切な行為に対する批判、政府
が公表した死亡者数や事故現場環境データに対する疑問、瑞海国際物流有限会社に対する
責任の追及、中国における消防士管理体制に対する不満、天津市のマスメディアによる報
道に対する不満、という 6つの領域に集中していたことがわかった。これらの内容はいず
れも事故に密接に結びついており、一般化が困難である。ここからも、市民は日常生活に
おいてどのようなことについて関心を持ち、何を政府に問いかけているのかに関しては分
析が不足している現状が読みとれる。	
投稿に対する微博ユーザーのリアクションに関する研究を、投稿に含まれる感情とその
影響力という観点から論じた研究が存在する。鄭(2016）は、微博という世論形成の場が
出現し、発展して以来、市民が発言力を得たと同時に、感情を発散できるスペースも入手
したとした。微博には従来の世論形成の場より、非常に強い感情は含まれるだけでなく、
感情の表現がさらに直接的であり、強い個性も見られると述べた。また、Song ら(2016)
は、投稿に対する微博ユーザーのリアクションは投稿者の影響力を示しているとし、投稿
の転送数が、投稿者の影響力を表す重要な指標であると主張した。王（2016）は膨大な微
博ユーザー数に基づいた巨大な伝播力と影響力により、負の感情が微博において拡散し、
社会に悪い影響を与えやすくなったと指摘した。すなわち、微博は世論を形成する場であ
り、様々な感情も存在していると言えよう。従って、今後市民が関心を持って政府に問い
かけていることに含まれる感情に注目し、微博ユーザーのリアクションに影響する感情を
分析する必要があると考えられる。	
そこで、本研究は以下の 2点を目的とする。第一に、市民はどのような主題について政
府に問いかけているのか、また問いかけに含まれる感情がどのようなものなのかを明らか
にする。第二に、政府とのインタラクションにともに参加し、民意と世論を形成する第三
者である他の微博ユーザーが、問いかけに含まれる感情をどのように受け取るのかを明ら
かにする。	
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第2章	 先行研究	
	
2.1	 	SNS に含まれる感情に関する研究	
	
SNS がますます日常生活に浸透することにより、政府と市民のインタラクション、市民
間のインタラクションは今までより活発に行われつつある。微博を通じたインタラクショ
ンに関する研究も、従来の微博の機能、投稿内容と形式、微博アカウントの位置づけなど
の方向から、投稿に含まれる感情の種類や、感情的な衝突、感情の共有などのような、イ
ンタラクションと密接に関連する方向に進んでいる。	
	 微博が中国における重大事件の伝播するチャンネルとなり、事件に関する情報だけでな
く、微博ユーザーによる意見表明や、感情的な衝突もたくさん存在することを受け、邵ら
（2016）は感情的な衝突に関わる双方の感情的な衝突の内容と衝突した両方が取った戦略
について調査した。彼らの研究では、“玉林狗肉節”(玉林市の犬肉祭)というホットイベ
ントに関するコメントを収集した。広告や文字データのないコメントを除外してから、得
られた 13,577 件のコメントを対象に、ROST	CM6 による単語分割と手動分類による内容分
析を行った。その結果、感情的な衝突の内容は 1.犬の地位(高い/低い)、2.人の評価（善
し/悪し）、3.人と犬の関係(平等/不平等)、4.食べる権利(正当/不正)、の 4点に集中し
ていることがわかった。衝突した両方が取った戦略について、1.象徴戦略（犬が動物にお
ける地位に対して）、2.標準化戦略(人がどのように行動すべきかに対して)、3.関係戦略
(人と犬の関係に対して)、4.政治戦略（人の権利に対して）、の 4点に集中したことがわ
かった。さらに、このような結果をふまえて、感情的な衝突を解決するため、邵ら(2016)
は世論と規程の導く機能を発揮し、両方が共有するコンセンサスに基づき、合理的で平等
な会話を強化し、両方のコンセンサスを広めるべきだと提案した。ただし、この研究は 1
つの事件しか調査しておらず、本研究における衝突した両方が取った戦略が一般的である
かどうかを検証するため、調査の範囲を広め、より多くのデータを収集する必要があると
考える。	
	 また、Song ら(2016)は微博における政府に関する議論のうち、比較的に禁止されていな
い食品の安全問題について、“食品安全”と“政府”をキーワードに、範囲を 2014 年 6
月 1 日から 8月 9日として収集した 43,575 件の投稿を対象に、政治的議論における感情
表現と議論に対する感情の影響を調査した。その研究では、議論のネットワークにおける
構造と内容を明らかにするため、機械的に基づいた内容分析とソーシャル	ネットワーク
分析の両方を行った。具体的に、1.微博における議論のネットワークはどれぐらい集中
的、相互的、包括的であるか、2.同じタイプの否定的な感情を表現しているユーザーは同
じタイプの否定的な感情を表現しないユーザーよりも、会話的な関係を形成する可能性が
高いのか、3.微博の投稿に含まれる感情的な要素と認知的な要素は、どれが人々の反応に
最も大きな影響を与えるのか、4.ネガティブ感情を持つ議論内容は、ポジティブ感情を持
つ議論内容よりも公衆の反応を喚起する可能性が高いのか、また公衆は同じ強度の異なる
感情に、異なる反応をするのか、5.問題の関与度、フォロワー数、認証状況によって測定
されたポスターのステータスは、その投稿の影響力に影響するのか、の 5点を探った。そ
の結果、同じような気分の人が集まる傾向があり、感情的要素が優勢であるため、微博を
介したコミュニケーション空間は、熟慮した議論のための効果的なフォーラムではないこ
 
 
 
8 
 
と、鮮明な感情（例えば、怒り、恐怖と悲しみ）を持つ感情的な議論は認知的な議論より
も人々に影響を及ぼし、異なる感情が異なる効果を持っている他、投稿者のステータスも
影響を与えることがわかった。	
 感情による議論への影響に関する研究より、さらに深入りして感情と個人の投稿という
利用行為を利用動機の視点から分析した研究も存在する。ユーザーがどのような感情を持
っていた際、SNSにおいて投稿するのかに関する研究として、北村(2016)の研究が挙げら
れる。この研究は、マイクロブログ利用動機とマイクロブログでの感情表現との関係に関
するこれまでの研究より、関係の内実に重点を置いていた。研究では、利用と満足という
アプローチを用いて、投稿する際の感情の種類と、投稿する際の感情とTwitterの利用動
機との関係という2つの切口から、Twitterのユーザーがどのような感情を抱いたときに投
稿するのかを明らかにした。データを収集するため、北村(2016)はモニター調査を行い、
研究の調査対象を15歳から39歳まで、個人生活においてTwitterのアカウントを持ち、週
に複数回でリツイートを含む投稿をTwitterにおいて発信している15男女にした。研究へ
の協力を得られた人から、男女ごとに5歳ずつの計10セルに、同じ人数を割りつけて回収
した。不備のあったものを除いた結果、男性254名と女性258名(平均年齢27.1歳である)
で、計512名の有効回答を得られた。また、この研究では、先行研究が指摘したSatisfice
行動（調査対象者が調査に参加する時、必要十分な注意資源を割こうとしない回答行動で
ある）を抑制するためには、Twitter利用動機に関する項目のうち、「この項目では『あ
まりあてはまらない』を選んでください」との項目で、「あまりあてはまらない」を選ん
だ人を調査から外した。次に、Twitter利用動機を4つに分類し、それぞれ1.	オンライン
人気獲得、2.	娯楽、3.	既存社交、4.	情報獲得である。それに、利用動機の程度を分析
するため、「あてはまる」、「ややあてはまる」、「あまりあてはまらない」、「あては
まらない」という4つの選択肢を数値化し、それぞれ4	点、3	点、2点、1	点とした。一
方、ツイートをする際の感情を先行研究に参考にしながら、30種類に分類した。具体的
に、1.たのしい、2.うれしい、3.おもしろい、4.すきだ、5.すてきだ、6.驚いた、7.びっ
くりした、8.かわいらしい、9.疲れた、10.元気だ、11.ほっとした、12.のんびりした、
13.いとおしい、14.はっとした、15.だるい、16.つらい、17.気力に満ちた、18.のどか
な、19.むっとした、20.不安だ、21.悲しい、22.退屈だ、23.悩んでいる、24.はつらつし
た、25.ゆるせない、26.嫌いだ、27.つまらない、28.さびしい、29.怖い、30.憎らしい、
である。各感情を感じた際の投稿頻度を分析するため、「よくツイートする」、「たまに
ツイートする」、「あまりツイートしない」、「ツイートしない」という4つの選択肢を
数値化して、それぞれ4	点、3	点、2点、1	点とした。さらに、因子分析を行った結果、
1.	ネガティブ感情状態(感情状態とは、感情の静的な状態)、2.	ネガティブ感情反応(感
情反応とは、動的で対象に対する反応)、3.	ポジティブ感情状態、4.	ポジティブ感情反
応、という4つの因子を得られた。研究の結果、まず投稿する際の感情の種類について、
全体として、ポジティブな感情を感じた際に、投稿をする人が多く、ネガティブな感情を
感じた際に、投稿をする人は比較的にすくないことがわかった。次に、投稿する際の感情
とTwitterの利用動機との関係について、1.オンライン人気獲得動機が高ければ高いほ
ど、ユーザーはネガティブ感情を感じた際に、投稿をする傾向にある、2.オンライン人気
獲得動機、娯楽動機、既存社交動機の3者が高ければ高いほど、ポジティブな感情状態に
ある際に投稿をする傾向にある、3.娯楽動機、既存社交動機、情報獲得動機が高ければ高
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いほど、ポジティブな感情反応を感じた際に投稿をする傾向にある、4.オンライン人気獲
得動機、娯楽動機が高ければ高いほど、ネガティブな感情を感じている際に投稿をする傾
向にある、5.	オンライン人気獲得動機が高ければ高いほど、ネガティブな感情反応を何
かの対象に感じた際に投稿をする傾向にある、とわかった。	
 一方、中国では、北村(2016)の研究と異なり、SNSを使用後の満足度に着目し、微博ユー
ザーが体験した感情の種類と微博使用の満足度との関係について分析した研究が存在す
る。劉魯川ら(2015)はECM⁃ISC（Expectation	 Confirmation	Model	of	Information	
System	Continuance）理論に基づき、まず感情に関するデータを収集するため、質問紙調
査を行った。不備のあった回答を除外した結果、350個の有効回答を得られた。次に、微
博ユーザーが微博を使用する際の感情体験を分析し、回帰分析を使ってそれぞれの感情の
強度と満足度の関係を明らかにした。350件の有効な質問表に基づき、著者はポジティブ
な感情を嬉しい、面白い、興奮、充実、気軽、珍しい、驚喜、好き、自由の9種類に分
け、ネガティブな感情を苛立ち、退屈、がっかり、憤怒、悲しい、焦慮和困惑の7種類に
分けた。結果として、ポジティブな感情は微博ユーザーの満足度に顕著に影響し、特に驚
喜という感情が最も強い相関性を持っている。ただし、ネガティブな感情が、微博ユーザ
ーの満足度との相関関係が確認できなかった。また、新しい微博ユーザーより、既存ユー
ザーの方は微博を使用する際の感情体験にもっと気になり、わりと軽度なプラスな感情体
験で、大きな満足度を感じることができる。このような結果を受け、劉魯川ら(2015)は微
博ユーザーの満足を上げ、ユーザーの持続的な利用を促進するためには、ポジティブな感
情体験を強めるべきと述べた。この結果を受け、ネガティブな感情による微博ユーザーへ
の影響を分析し、研究対象と利用シーンを合わせて分析する必要があると考えられる。利
用シーンの変化などにより、ネガティブな感情と他のユーザーのリアクションとの相関関
係が変わることも可能である。	
	 個人による SNS 使用における感情についての研究だけでなく、SNS を通じた政治的コミ
ュニケーションへの感情の影響を分析する研究もある。たとえば、Dangら（2013）は、ド
イツのベルリン州議会選挙において、Twitter を通じた政治的コミュニケーションを調査
した。その研究では、ユーザーがもらった転送数をユーザーの影響力の評価指標とし、選
挙時において投稿を最も転送された上位 30 個のアカウントを対象にした。投稿内容の特
徴とユーザーのコミュニケーション行為に注目し、1.政治的な Twitter のメッセージが示
す感情のレベル（ポジティブまたはネガティブ）が高いほど、より頻繁に転送されるの
か、2.	政治的な Twitter のメッセージは、そこに含められた政治家や政党への（ポジテ
ィブまたはネガティブ）評価が多ければ多いほど、より頻繁に転送されるのか、3.	政治
的な Twitter メッセージは示す感情のレベル(ポジティブまたはネガティブ)が高ければ高
いほど、最初の転送までの時間が短くなるのか、4.	政治的な Twitter のメッセージは、
そこに含められた政治家や政党への(ポジティブまたはネガティブ)評価が多ければ多いほ
ど最初の転送までの時間が短くなるのか、の 4点を検証した。データを収集するために、
Dang ら（2013）は Twitter 社に提供された“Search	API”を使って、2011 年 8 月 29 日か
ら 9月 25 日までの、この選挙に関する最も使われたハッシュタグを含まれる投稿と、ド
イツの 6大政党に属する候補者の名前の一つを含まれる投稿を抽出した。また、#Berlin
というハッシュタグを付くと同時に、6大政党の名前のいずれか 1つ、または候補者の名
前のいずれか 1つと関連する投稿も含め、分析に使う 17,788 件の投稿を得られた。投稿
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に含まれる感情を検出するために、自動的感情分析ツールである“SentiStrength”を使
った。結果として、まず、政治的コミュニケーションの中で最も影響力のある Twitter の
アカウントは、専門のジャーナリスト（33％）、政党（20％）、市民個人（37％）、市民
による社会団体や個人活動家（10％）であることがわかった。また、感情のレベルが高い
ほど、投稿が転送され、政治家や政党への（ポジティブまたはネガティブ）評価が多いほ
ど、投稿が転送されるようになる回帰分析の結果を受け、Twitter のメッセージにおける
政党や政治家への感情と評価が両方ともより大きな転送数と相関することがわかった。こ
の他、投稿の感情のレベルが転送スピード速度と相関せず、投稿に含められた政治家や政
党への（ポジティブまたはネガティブ）評価が多いほど、より早く転送されることがわか
った。この研究の限界について、著者らは研究が単一の地域的な政治的イベントのみ基づ
いたことであると指摘し、今後より長い期間のデータを収集し、あるいは他の国や他の言
語を扱うことで、分析規模を拡大すべきとした。	
	
2.2	 SNS に含まれるリアクションに関する研究	
	
	 ソーシャルネットワークは実世界と交差することで、オンラインコミュニケーションを
一種の生活スタイルに変え、人間の相互作用の変革と社会発展を促進した（袁,2016）。
微博ユーザーはネットユーザーに占める割合がますます大きくなっており、そこで行われ
たリアクションが、多数のネットユーザーの行動特徴を代表できることを受け、微博にお
けるリアクションの性質や影響する要素、パターン、効果などに関する研究が存在する。	
 Lin ら（2016）は中国のスモッグとアメリカの嵐を対象に、極端な気象関連イベントに
ついて、民衆がどのように Twitter または微博を使用するのかを調査し、異なるマイクロ
ブロギング文化における転送あるいは再投稿行為(reposting/retweeting	behaviors)を比
較することで、極端な気象関連イベントの際に、Twitter と微博におけるコミュニケーシ
ョンの内容とコミュニケーションの頻度を明らかにすることを目的とした。Twitter から
799 件の投稿(そのうち、283件は転送)を抽出し、微博から 1,000 件の投稿(そのうち、
205 件は転送)を抽出して、分析対象とした。Twitter からの投稿を 1.情報提供の投稿(主
な目的は情報を提供すること)、2.感情表出の投稿(主な目的は感情を表現すること)、3.	
スパムの投稿(消費者製品に関する広告)、4.	ユーモラスの投稿(主な目的は楽しませるこ
と)、5.侮辱の投稿(個人または団体向けの侮辱的なコメントを含むもの)と分類し、微博
からの投稿を上記の 5種類の他、反省の再投稿(スモッグの原因を議論する特定の投稿)と
いう種類を加えた。結果として、1. Twitter の転送や微博の再投稿のメッセージのほとん
どには、これらの極端な気象関連イベントにおける不確実性のレベルを反映した、情報提
供の投稿が含まれていた。また、危機が生じた時に、人々は潜在的に情報を共有しようと
するが、Twitter ユーザーは微博ユーザーよりも、再投稿あるいは転送する傾向にある、
2.微博におけるスモッグに関する多数の投稿に、間接的に感情を表現する顔文字がある
が、Twitter における嵐に関する投稿に、感情は主に言葉によって表現された、3.	
Twitter における嵐に関する転送は、嵐の最初に人々は情報提供の投稿を転送し、その
後、情報提供の投稿と感情表出の投稿に関する転送が減少する一方、微博におけるスモッ
グに関する情報提供の投稿と感情表出の投稿の割合は、あまり変化しなかった、4.微博に
おけるユーモラスの投稿の割合が比較的に低く、また微博における再投稿への組織による
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参与が比較的に多かった。	
	 また、微博における広く議論されたイベントをより多く集め、投稿の特徴と投稿の属性
の両方を注目した研究も存在する。Guan ら（2014）は 2011 年において微博で広く議論さ
れた 21 個のイベントについて、それらに関する投稿と転送の特徴を実証的に分析した。
研究で収集したデータとして、160 万人の微博ユーザーのプロフィールとイベントに関す
る 5,036,499 件の投稿を得られた。回帰分析を行った結果、1.オリジナルな投稿における
認証済みユーザーの割合は転送における認証済みユーザーの割合よりはるかに高い、2.写
真を含まれるオリジナルな投稿はより転送されるようになり、URL を持つ投稿は転送され
る可能性が低い、3.認証済みユーザーが投稿したオリジナルな投稿は転送される可能性が
高いが、性別による影響がほとんどない、4.男性は女性より積極的に関わっている、とい
うことがわかった。	
	 近年、中国における公的緊急事態の頻発とソーシャルメディアの急速な発展を受け、微
博を通じた市民の政治参加に関する研究として、Xie ら(2017)の研究が挙げられる。この
研究では、公的緊急事態発生時のソーシャルメディアのユーザーたちのコミュニケーショ
ン行動に注目し、それらのコミュニケーション行動に影響を及ぼす重要な要素に集中して
分析した。公的緊急事態について、著者はその主要な特徴として公共性と危機という 2点
とし、公共性を個人または小規模のグループの利益だけでなく、大規模な公益まで影響す
るとし、危機を公衆の生命、財産、公衆衛生または社会保障を脅かすまたは害すると解釈
した。データを収集するため、Xie ら(2017)は電話調査を通じて、中国の 36 の主要都市か
ら選出した 1080 名の調査対象者にインタビューした。この研究では中国政府による分類
に従って、著者は公的緊急事態を 4つのカテゴリーに分類し、それぞれ 1.自然災害、2.人
為的災害、3. 公的衛生事件、4.社会安全事件、の 4種類である。そして、ソーシャルメ
ディアのユーザーたちのコミュニケーション行動に影響する要素は 5つのブロックに分け
られ、それぞれのブロックと具体的な影響要素がこの通りである：1.人口統計(a.性別.年
齢 c.教育歴)、2メディア利用(a.	毎日伝統的なメディアとの接触の有無.	毎日オンライ
ンで過ごす平均時間)、3.ソーシャルメディア使用(	a.ソーシャルメディアのトータルな
使用時間、ｂ.使用するソーシャルメディアの多様性、c.ソーシャルメディアの使用頻
度)、4.	公的緊急事態に対する関心(a.	ソーシャルメディアのユーザーの公的緊急事態に
対する関心のレベル)、5.	公的緊急事態への情報に関する需要(	a.政府への監視.真実へ
の追求 c.自身の利益への懸念)、のようである。階層的ロジスティック回帰分析を行った
結果、以下のようなことがわかった：1.	女性のインターネットユーザーは男性より、公
的緊急事態の際にソーシャルメディアを通じて交流する可能性が高く、若い人は年配者よ
り、オンラインでのコミュニケーション行動に参加する可能性が高い、2.	ソーシャルメ
ディアの利用が増加するとともに、ソーシャルメディアのユーザーたちが公的緊急事態に
おいて、オンラインで交流する可能性も増加する、3.	ソーシャルメディアのユーザーた
ちが公的緊急事態について関心を持てば持つほど、関連情報をオンラインで交流する可能
性が高い、4.	政府への監視という情報に関する需要があるソーシャルメディアのユーザ
ーたちは、この需要のないユーザーより公的緊急事態の際に、ソーシャルメディアを通じ
て交流する可能性が高い。	
 今までの微博ユーザーの転送行為に関する研究と異なり、陳(2017)らは合理的行為理論
に基づき、ユーザーの転送行為に影響する要素を探った。この研究では、LDA(Latent	
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Dirichlet	Allocation)というトピックモデルに基づき、微博におけるテキストとユーザ
ーの関心の確率論的トピック分布の訓練が行われ、両者の類似性が計算された。また、2
項ロジスティック回帰モデルに基づき、仮説で掲げた影響要因が検証された。著者は投稿
が持つ意味、投稿に含まれるデータの形式、ユーザーの特徴、ユーザー間のインタラクシ
ョンなどから、投稿の主題と投稿の受け手の興味との意味的類似性、受け手であるユーザ
ーの転送行為のアクティビティ、投稿の送り手と受け手とのインタラクションのレベル
(両者の今までのインタラクション歴に基づいて計算される)、投稿者の影響力(フォロワ
ー数で計算される)、投稿に含まれるデータの形式という 5つの影響要素を抽出した。結
果として、1.	投稿の受け手であるユーザーの転送行為のアクティビティが高い場合、当
ユーザーは投稿を転送する習慣および好みを有し、転送という動作を行う確率は大きい、
2.投稿の主題と投稿の受け手の興味との意味的類似性が高い場合、受け手が転送という動
作を行う確率は大きい、3. 投稿の送り手と受け手とのインタラクションのレベルが高い
場合、すなわち両者が重要な関係を持つ場合、受け手が転送という動作を行う確率は大き
い、ということがわかった。	
	
2.3	 中国における感情とリアクションを組み合わせた研究	
	
	 SNS における感情やリアクションに対する研究はそれぞれ多く存在するが、中国ではそ
の両者を組み合わせて、両者間の関係を大規模なデータを用いて分析する研究は非常に少
ない。そのうち、劉叢ら（2015）の研究は海外の先行研究を参考にしながら、感情強度と
リアクションとの関係を、24個の公共事件から抽出した大規模なデータを用いて定量的に
分析したので、結果がより一般化できるため、代表的である。	
劉叢ら（2015）は投稿の伝播力に影響する情報の特徴とオピニオンリーダーの表現方式
の傾向を的確に把握することが、政府の関連部門による世論への対応に対して非常に重要
であり、投稿の伝播力に最も影響する要素は、投稿に含められている感情を含む投稿自身
の特徴だと考えている。そこで、この研究では微博の投稿における感情と伝播力の関係、
そしてオピニオンリーダーの投稿特徴を明らかにすることを目的とした。	
著者はデータを収集するため、マイクロブログサービスを提供する 5つのプラットフォ
ーム全体の、2013 年 1 月から 2013 年 9 月までの公共事件に関する検索量に基づき、上位
300 件の公共事件の中から、ランダムに 24 件を抽出にした。その後、微博においてこの
24 件の公共事件に関する投稿を抽出した。具体的に、まず事件に関する投稿数の時系列変
化を分析してから、それに基づき、世論の発展段階を 1.潜伏期間、2.発展期間、3. アウ
トブレイク期間、4.衰退期間と分けた。その後、各発展段階における投稿を各公共事件に
関する投稿全体に占める割合に従い、層別比例サンプリング法で抽出した。抽出する際、
分析するサンプルとして、各公共事件に関する投稿が 300 件と設定し、計 7,114件の有効
な投稿を得られた。	
次に、投稿における感情の種類、感情の強度、感情の対象、表現の方法をコーディング
した他、各投稿が事件発生までのタイムラグとコメント数と転送数、投稿者の種類とフォ
ロワー数と今までの投稿総数をも記録した。各投稿に含まれる複数の感情の中、最も顕著
な感情を当該投稿の感情と認識し、感情を 9種類に分けた。それぞれ、同意、恐怖、質
疑、心配、反対、憤怒、	悲しみ、驚愕、顕著な感情がなしという 9種類である。著者
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は、プポジティブ感情を認可、ネガティブ感情を恐怖、質疑、心配、反対、憤怒、	悲し
み、驚愕とした。感情の強度を評価する際、5ご尺度を使用し、1が非常に弱い、2が比較
的に弱い、3が普通、4が比較的に強い、5が非常に強いとした。また、感情の対象を、政
府、社会、メデイア、	事件当事者、第三者、投稿者自身、その他という 7種類とした。
投稿者の種類を、認証済み企業、認証済み個人、認証未済ユーザーの 3つとした。微博の
認証済みアカウントは、大体ツイッターと似ているが、そのアカウントが誰かのお成り済
ましではなく、確かに本人のものであることが公に分かるように、認証済みという表示が
される。さらに、表現の方法を風刺、叙述、誇張、疑問の 4種類にした。	
標本調査を行った結果、投稿のネガティブ感情は主に当事者に向けられた。さらに、心
配、反対、悲しみという感情が社会に集中することと、質疑、反対、憤怒という感情が政
府に集中することは顕著であったという。微博ユーザーの感情表出について、認証済み企
業と認証済み個人の投稿には、主に顕著な感情がなしのような投稿が最も大きく、それぞ
れ投稿全体の 89.1%、57.9%である。認証未済ユーザーの投稿には、ネガティブ感情が顕著
であり、投稿全体の 47。9%である。微博ユーザーの表現の方法について、認証済み企業は
主に疑問を使い、認証済み個人は主に風刺を使い、認証未済ユーザーは主に誇張を使うこ
とがわかった。微博ユーザーの感情表出と表現の方法の分析結果を受け、劉叢ら（2015）
は表現の方法が最も自由なのが認証未済ユーザーであり、最も保守的なのが認証済み企業
と述べた。	
相関分析において、著者は投稿者の種類別に、ポジティブ感情とネガティブ感情それぞ
れの感情の強度と転送数、コメント数などの要素との相関関係を分析した。階層的重回帰
分析において、1.投稿者のフォロワー数と今までの投稿総数、2.投稿が事件発生までのタ
イムラグ、3.投稿における感情強度という 3つの階層が投稿の転送数とコメント数への影
響を分析した。結果、投稿における感情の強度と他の要素との相関関係について、投稿の
ネガティブ感情が強ければ強いほど、当該投稿がよりコメントされ、転送される傾向にあ
る。ただし、ポジティブ感情はコメント数と転送数との相関関係が確認できなかった。そ
れに、3種類の投稿する微博ユーザーの中、認証された個人の感情は、そのフォロワーの
リアクションに対する影響力が最も大きかったという。最後に、投稿のコメント数と転送
数への影響要素について、投稿にある感情の強度は当該投稿者のフォロワー数より、影響
力がある。このような分析結果を受け、投稿に含められている感情は投稿のコメント数と
転送数への影響、特に、投稿者のフォロワー数より、感情の強度はもっと投稿のコメント
数と転送数に影響を与えていることを明らかにした。	
結論として、劉叢ら（2015）は 1.微博における異なる感情は異なる対象に向けられると
いうことに基づき、市民の感情を分析し、観測すべきである、2. 投稿者の種類ごとに、
その影響力と使われる表現の方法が異なり、特に比較的に自由な表現を使い、フォロワー
に最も影響している認証済み個人に対して、彼らが故意的にネガティブ感情を伝播してい
るかどうかについて注目し、コントロールすべきである、3.ネガティブ感情に対する処理
は、市民の感情を緩和するにおいて最も重要である、4.感情の強度が高い感情（特にネガ
ティブ感情）が含まれる投稿が伝播されやすいため、このような投稿に対する監督を強化
すべである。	
劉叢ら（2015）の研究が、他の微博ユーザーのリアクションへの感情による影響を明ら
かにしたが、分析対象とした 24 件の公共事件が検索量の上位 300 件からランダムに抽出
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されたため、1年間において発生したすべての公共事件の感情の分布と表現方式を代表で
きない可能性があると考える。その研究結果を検証し、結論の一般化を図るため、分析対
象とする投稿を増やす必要があると考えられる。また、投稿の主題を分類して明らかにし
た上で、各主題における感情分布の特徴を把握し、本研究で得た感情と他の微博ユーザー
のリアクションとの関係が主題ごとにどのように存在しているのかを検証する必要があ
る。	
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第3章	 研究方法	
	
3.1	 研究対象	
	
本研究の研究対象は、“問政銀川”である。問政銀川は中国寧夏回族自治区銀川市中国
共産党委員会、市政府官房の公式微博アカウントである。銀川市政務微博マトリックス
（構成メンバーアカウント数は 513 件）の核心的な存在である。そのフォロワー数は
490,485 人であり（2018 年 1月 24 日時点）	、毎日 4～5件の投稿がある。その設置目的
は、1.市民による問いかけの受け付け、2.同マトリックスのメンバーアカウントの運営状
況の監督、3.微博ユーザーからの要望への対応の督促である（中国伝媒大学媒介与公共事
務研究院,2017）。銀川市民がふだん、微博の“＠”という宛先を指定してメッセージを
送る機能を使い、問政銀川を宛先に指定して問いかけることで、政府の対応を求めてい
る。従って、問政銀川は銀川市政府の微博上の総合窓口的な存在である。2016 年度におい
て、微博ユーザーたちによる要望や問いかけなどを合わせて 25,196 件を受け付け、その
うち 23,675 件を処理済みで、処理率は 94％である（中国伝媒大学媒介与公共事務研究
院，2017）。	
また、問政銀川がある銀川市は、寧夏回族自治区の首都であり、オルドス高原の西、賀
蘭山の東に位置する寧夏平野の中部にある。行政区画について、興慶区、金鳳区、西夏
区、永寧区、賀蘭区、霊武市が銀川市の管轄下に置かれる。	2016 年末までに、銀川市の
総人口（常住人口のみ）は 219.1 百万人に達し、寧夏回族自治区の総人口に占める割合は
32.5％であり、自治区にある 5つの主要都市の中で第 1位である。	
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図 1は研究対象である“問政銀川”のホームページである。問政銀川は、ホームページ
の左側のコラム（図 1赤枠部）において、「当微博アカウントは、平日の勤務時間の場合
1時間以内、休日祝日の場合 8時間以内に、必ず対応します」と明言し、市民による問い
かけへの対応時間について約束している。	
 
	
図 1	 問政銀川のホームページ	
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また、問政銀川は銀川市政務微博マトリックスにおいて、以下のように監督と督促の機
能を果たしている。	
図 2は、問政銀川が市民の苦情への対応と政務微博での情報発信に対し、消極的な態度
をとる“銀川地税”を監督し、自身のホームページで投稿する形式で、公的に注意した様
子である（図 2赤枠部）。	
	
	
	 図 2	 問政銀川の監督機能	
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図 3は、問政銀川は市民からの問いかけを受け付け、該当する政府部門に割り当て、そ
の対応を督促した様子である（図 3赤枠部、上は市民による問いかけ、下は問政銀川によ
る割り当てと督促）。	
	
	
図 3	 問政銀川の督促機能	
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問政銀川が受け付けた市民の問いかけを、政府が実社会で行動する必要があるかどうか
により、1.一般的質問（微博上で返答するだけ）、2.問題提起的質問（微博上で受付した
後、実社会で政府の行政権力を行使する）、の 2種類に分けられる。	
図 4は、名前が異なる 2つの政府部門は同じ部門であるかどうか、そのうち、「銀川市
人材開発交流中心」という政府部門の電話番号を知りたいとの問いかけに対し、問政銀川
は他の該当する政務微博アカウントを宛先に指定してメッセージを送り、その指定された
政務微博アカウントが具体的な返答をした様子である（図 4赤枠部、上は市民による問い
かけ、下は問政銀川による割り当てと指定された政務微博アカウントによる返答）。	
	
	
	 図 4	 一般的質問の例	
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図 5は住居の下にあるごみ処理場の騒音がうるさくて、よく眠れないという苦情に対
し、まず問政銀川は他の政務微博アカウントを宛先に指定してメッセージを送った。次
に、メッセージを送られた政務微博アカウントが、業務内容から苦情の処理により関連す
る政務微博アカウントを宛先に指定してメッセージを送ることで、実社会で行動し、問題
の解決を図った様子である（図 5赤枠部、上は市民による問いかけ、下は問政銀川による
割り当てと指定された政務微博アカウントによる返答）。	
	
	
図 5	 問題提起的質問の例	
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3.2	 具体的な研究方法	
	
本研究に用いる投稿データを収集するためには、“集搜客（GooSeeker）”
（http://www.gooseeker.com/land/weibo.html）というウェブクローラサービスを使った。
“集搜客（GooSeeker）”は、誰でもインターネット上の文書や画像などを、自ら収集の時
間範囲を設定して取得し、自動的にデータベース化できるプログラムである。本研究では、
2017	年 7 月 12 日から 14 日にかけて、収取範囲を 2016 年 1 月 1日から 2016 年 12 月 31 日
までの 1年間と設定し、対象のサイトを微博に限定し、“＠問政銀川”というキーワードを
含む全ての投稿の本文、投稿者のアカウント名、投稿時間、各投稿におけるコメント数、転
送数、いいね数の数、投稿した時に使用した端末やブラウザの名前を抽出した。本研究では、
市民による政府への問いかけについて分析することを目的としているため、同一投稿者に
よって書かれた本文の内容がまったく同じであるような重複投稿や広告に加え、政府側の
投稿も全て除外した。ここで「政府側の投稿」とは、銀川市政務微博マトリックスのメンバ
ーアカウントからの投稿全般を意味している。これらのメンバーアカウントは、そのアカウ
ント名に必ず行政区画の名称が入っているので、投稿者のアカウント名に、寧夏、銀川、興
慶、金鳳、西夏、永寧、賀蘭、霊武を含む投稿を抽出し、各アカウントのプロフィールを基
に、それらが政務微博のアカウントであることを確認した上で、当該アカウントからの投稿
を全て除外した。結果、16,518 件の投稿が得られた。本研究では、収取した投稿データを
分析するには、1.主題分析、2.感情分析、3.相関分析、4.回帰分析の 4つの分析方法を用い
た。	
	
3.2.1	 主題分析	
	
土屋（2013）によると、主題分析とは「文字テキストデータから階層的なコーディングを
通して事象のパターンを探索し，主に意味や概念に着目しながら抽象的な主題へと発展さ
せる分析手法のこと」である。投稿データを収集した後、まず、コメント数、転送数、いい
ね数の合計のトップ 500 件を対象に、全ての投稿の内容をみた上で、仮の主題項目を決め
た。その後、投稿全体を分類する際、仮の主題項目を参考にしながら、適宜主題の項目を調
整し、各主題の範囲を修正した。	
	
3.2.2	 感情分析	
	
	 Mohammad（2015	）によると、感情分析とは、最も一般的に、自動的に 1つの文章の極性
あるいは感情の性質（ポジティブ、ネガティブ、中立）を決定するという作業である。本研
究において、収集した投稿データの本文に対して、そのプラス感情確率とマイナス感情確率
を算出することで、ポジティブ感情あるいはネガティブ感情の判断を行う。ここでは、感情
確率を算出するために、BosonNLP の感情分析 API（https://bosonnlp.com/）を使った。Yang	
and	Zhang	（2016）によると、	BosonNLP は中国の専門的な感情分析を行う会社であり、こ
の会社が提供する感情分析 API は，中国のソーシャルメディアの投稿やニュース記事から
抽出した 100 万件を超えるデータセットを使って作り出した感情分析モデルに基づき、イ
ンターネット上のテキストに含まれるプラス感情確率とマイナス感情確率を、自動的に算
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出することができる。その精度は 85％〜90％である。	
本研究において、実際に投稿の感情を分析する際に、まず投稿全体を対象に、すべての投
稿内容をソフトウェアに入力して投稿全体のプラス感情確率とマイナス感情確率を算出し
た。次に、主題ごとの投稿を抽出し、各主題のプラス感情確率とマイナス感情確率を算出し
た。これで、投稿全体の感情確率の分布と主題ごとの感情確率の分布を用いて、全体的な感
情傾向と主題別の感情傾向を把握できた。また、感情の性質（ポジティブ、ネガティブ、中
立）を決定するため、マイナス感情確率が 0.6 以上である場合、当該投稿の感情をネガティ
ブとし、マイナス感情確率が 0.4～0.6 である場合、当該投稿の感情を中立とし、マイナス
感情確率が 0.4 以下である場合、当該投稿の感情をポジティブとする（玻森中文語義開放平
台，2016）。マイナス感情確率が 0.4 以下であり、ポジティブな感情に分類された投稿を以
下、ポジティブ感情群とする。同様に 0.4以上 0.6未満である投稿を中立感情群，0.6 以上
でネガティブな感情に分類された投稿をネガティブ感情群と呼ぶ。	
そして、本研究ではマイナス感情確率の値を用いて投稿の感情強度を表す。1つの投稿の
プラス感情確率とマイナス感情確率の合計が 1になるので、ネガティブ感情の投稿が、マイ
ナス感情確率が高ければ高いほど、ネガティブ感情の強度が強くなり、ポジティブ感情の投
稿が、マイナス感情確率が低ければ低いほど、当該感情の強度が強くなるとする。感情強度
が強ければ強いほど、当該投稿の感情はよりポジティブあるいはネガティブになる。また、
感情強度を、問いかけ内容の重要性あるいは緊急性に対する、市民自身の認識と見なす。感
情強度が強ければ強いほど、市民自身が認識した問いかけ内容の重要性あるいは緊急性が、
高くなる。Yang	 and	 Zhang（2016）はマイナス感情確率の標準偏差が大きければ大きいほ
ど、含められている態度や意見の種類がより分散し、多様になると述べている。従って、本
研究において、Yang	and	Zhang（2016）の研究を参考に、マイナス感情確率の分布状況を用
いて、投稿に含められている感情の多様性を表す。マイナス感情確率の分布範囲は広ければ
広いほど、市民が感情を自由に表す傾向にあり、投稿に含められている感情が多様である。	
	
3.2.3	 相関分析と回帰分析	
	
	 投稿のマイナス感情確率の分布が正規分布に従わないため、SPSS	Statistics	25 を使っ
てスピアマンの順位相関係数を求めた。ポジティブ感情群とネガティブ感情群をそれぞれ
対象に、マイナス感情確率と他の微博ユーザーのリアクション（コメント、転送、いいね）
数との相関関係を分析することで、他の微博ユーザーが、問いかけに含まれる感情をどのよ
うに受け取るかを明らかにする。	
また、劉叢ら（2015）は、投稿の伝播力に影響する情報の特徴を把握することは、政府の
関連部門による世論への対応に対し、非常に重要であると主張した。従って、本研究におい
て、同じく転送数に注目し、これに影響する要素を明らかにする。回帰分析において、SPSS	
Statistics	 25 を使用し、従属変数を転送数、独立変数をマイナス感情確率、コメント数、
いいね数の 3者と設定し、ポジティブ感情群とネガティブ感情群のそれぞれを対象に、感情
強度やコメント数、いいね数による当該投稿の転送数への影響の有無を分析した。	
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第4章	 調査結果	
	
4.1	 主題分析	
	
主題分析において、投稿全体の 16,518 件の投稿を 1件ずつ手動で分類を行い、投稿の主
題を決めた。その際に、全ての投稿をそれぞれの主題に収斂するために、以下のようなプロ
セスで進めた。まず、投稿内容の地理的情報に注目した。例えば、住居という主題における
投稿は、具体的な住宅団地やコミュニティーの名称が書かれたことが多い。また、教育とい
う主題における投稿は、投稿者が実際の学校の名前を明記しながら、意見を表明することが
多い。このように、投稿内容にある地理的情報に注目することで、分類可能な主題の範囲を
絞ることができた。次に、投稿者自身が明記した地理的情報と合わせて、書かれた内容が最
終的にどのような結果をもたらしたのか、投稿者自身がどのような問題を解決してほしい
のかも心がけた。例えば、ある小学校の名前が言及された投稿では、投稿者自身が解決して
ほしい問題は教育に関するものではなく、学校所在地の周辺でよく交通渋滞が起きており、
児童の身の安全を脅かすことである。さらに、1つの主題に分類することが難しく、複数の
投稿に分割すれば、投稿に対する感情分析の結果が影響される投稿に対して、複数の主題を
与えることにした。このように、全ての投稿を相応しい主題に分類することができた。	
主題分析の結果として、主題が 1.催し物と市民活動、2.銀川市に関する宣伝、3.その他、
4.主題不明、5.旅行、6.交通、7.教育、8.経済活動、9.警察、10.社会保障、11.生活・仕事
環境、12.住居、13.医療、14.政務、の 14 種類であることがわかった。催し物と市民活動は
108 件で全体の 0.65％、銀川市に関する宣伝は 33件で全体の 0.20％、その他は 299 件で全
体の 1.81％、主題不明は 780 件で全体の 4.72％、旅行は 160 件で全体の 0.97％、交通は
3,531 件で全体の 21.38％、教育は 561 件で全体の 3.40％、経済活動は 1,837 件で全体の
11.12％、警察は 448 件で全体の 2.71％、社会保障は 915 件で全体の 5.53％、生活・仕事環
境は 1,834件で全体の 11.10％、住居は 4,612 件で全体の 27.92％、医療は 313件で全体の
1.89％、政務は 1,227 件で全体の 7.43％である。投稿全体のうち、住居、交通、経済活動、
生活・仕事環境は、他の主題より明らかに多く、合わせて投稿全体の 71.52％を占める。こ
の結果からすると、市民による問いかけの内容は政府の公共サービスに関連するものが多
い上、主に日常生活に密接していることがわかった。	
催し物と市民活動とは、展示会あるいはコンテストなどのイベントや、ボランティア活動
など市民による活動に関する投稿である。主に、各種の展示会、祝日における祝賀行事の関
連情報についての問いかけ、市民による寄贈活動などに関する投稿である。具体的に、「今
年の小正月、銀川のどこで提灯の展覧会がありますか？」、「賀蘭園芸博覧園に、子どもを
つれて見にいきましたが、とてもよかったです。だけど、観光客の休憩エリアを作ってほし
いです。園内の日陰の涼しいところが本当に少なかったし、座るところもなかったです。そ
して、ゴミ箱も少なすぎるので、もっと合理的に設置してください。」、「銀川楽堡緑放音
楽祭の明日のチケットが、まだ残っているかどうかを知りたいです。ありがとうございま
す！！！	」のような投稿である。	
銀川市に関する宣伝とは、銀川市の人文、自然環境、社会発展に関するである。主に、銀
川市の雪山や湖、蒼い空、都市建設の発展に関する宣伝的な投稿である。具体的に、「月光
の下で銀川市を撮りました。景色が非常に美しいです。」、「銀川の初雪、海抜 3000 メー
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トルである賀蘭山頂上の雪景色をみてください。#帯着微博浪寧夏#」、「緑色の湖と青い空、
美しい銀川です。」のような投稿である。	
その他とは、主題が明白だが、ひとつごとの投稿数が少ない投稿である。具体的には、「子
猫は木の上にいて降りられません。誰か助けてあげられますか？」、「途中に国民党の旗を
貼り付けている車を発見しました。旗が車の頂部にもあるようです。これは合法ですか？」、
「興慶裁判所はいまだに締め切りを出していません。もう 5年間経ったのに、まだ判決を下
しておらず、いったい何年長引きますか。裁判所は不作為で、市民はどうしようもありませ
ん。」、「新聞聯播にも誤字があります。「寧夏銀川荷蘭県」なんてどういうものですか？
賀蘭県でしょうか！」、「清掃夫たちは新華街招商銀行の玄関に座って昼ごはんを食べてい
ます。あなたたちの清掃夫の休憩エリアはどこですか。昼ごはんを食べるための暖かいとこ
ろを、いつになったら彼らたちに提供できますか。」、「これがイスラム化じゃなければ、
何がイスラム化というんですか？」、「2017 年 1 月生まれの赤ちゃんは、十二生肖が申で
すか、それとも酉ですか？」のような投稿である。	
主題不明の投稿とは、投稿の本文だけでは話題の主題を判明できない投稿である。主に
「このことについてあなたたちは管理しませんか？？？」、「何とかしてください！」、「こ
れは事実ですか？必要のないパニックにならないように。」「これが本当かどうかを知りた
いです。家で誰か留守番をする必要がありますか。」のような投稿である。	
旅行とは、銀川市での旅行活動に関する投稿である。主にネットユーザーが自分で計画す
る個人旅行に関する投稿である。具体的に、「#網絡達人遊西夏#	古夏山庄の牛肉が超うま
いです。この食べっぷりをみたら、よだれが流れるでしょう。」、「#網絡達人遊西夏#	昔
の皇家陵園、	現在の旅行の人気スポット。	西夏王陵は賀蘭山のふもとに位置する。西夏文
化を知るための良い場所です。」、「#網絡達人遊西夏#六盤山国家森林公園は素晴らしいで
す！」のような投稿である。	
交通とは、道路状況や交通事故、公共交通機関に関する投稿である。主に、バスドライバ
ーやタクシードライバーの運転に関する評価、バス路線の追加に関する要請、交通事故の通
報、道路状況の通報と修繕の要請、道路の貫通時間の問いかけ、信号機の設置の要請に関す
る投稿である。具体的に、「すみません、康銀巷から塔渠街までの道路はいつ開通します
か？	」、「銀川 44 路（バス路線）は毎日遅くて、いつも長く待たされています、特に早朝
出勤する時です。車両を増やしてもらえますか、いつも遅延しています。」、「在金鳳区正
源北街金安家園東辺り（閲海万家 G区）に交通信号機を設置する予定はありますか、こんな
に大きな交差点なのに信号機がなくて、リスクが大きいです。」のような投稿である。	
教育とは、幼稚園・保育園から大学までの教育活動あるいはその実施場所である学校に関
する投稿である。主に、学齢期の子どもが配属されるべき学区に関する問いかけ、教師の不
適切な行為の摘発、学校による諸々な料金の徴収の妥当性に関する投稿である。具体的に、
「私は他の地方からきた者ですが、（銀川市）永寧県で家を買いました。戸籍を永寧に移す
ことができますか？子どもが中学校に入学する頃ですが、銀川市の中学校と高校に入学し、
そしてそのまま高考（大学入試）に参加できますか？」、「銀川市回民二小が頻繁に学生に
制服を買わせていて、もう 5つ目になっています。夏の制服が一式、運動着が一式、標準様
式の校服は一式、綿入れが一式、ラシャのダスターコートが一式です。関連する政府部門に
聞きたいですが、当校の強制的な購買は規程に合っていますか？」、「実験小学（小学校の
名前）の先生たちは、毎日宿題の添削作業を保護者たちに押し付けています……先生たちは
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毎日何に取り組んでいますか？公開授業なのに、先生が学生をランク付けします……知識
を伝授し、人を育てることはどこに現れていますか？」のような投稿である。	
経済活動とは、企業の生産活動と消費者の消費活動に関する投稿である。主に、飲食業者
が提供する食品の安全面に対するクレーム、企業による商品価格の恣意的な設定、社員に対
する賃金未払い・無断な解雇、個人の起業手続きに関する問いかけ、各種従業者試験の問い
かけに関する投稿である。具体的に、「こんにちは、前の会社が給料を滞納したので起訴し
ましたが、６月以降じゃないとお金をもらえないそうです。年明け前に、給料をもらえる方
法はないでしょうか」、「レストランで食事する時、箸の使用料を徴収されても大丈夫です
か？店員にきいてみたが、店には普通の消毒済みの箸がなくて、このような有料な箸のみだ
そうです。」、「今日買ったばかりの月餅の中に、腐ったものがあります。もう安心して食
べられないではありませんか？食品衛生管理局はどうなっているのですか？老苗月餅は老
舗だし、こんなんでみんなが信用できますか？」のような投稿である。	
警察とは、公安の維持や犯罪活動の摘発・消滅など警察の業務に関する投稿である。主に、
市民によるマルチ商法などの犯罪行為の摘発、警察官や警察署の執務行為への監督や評価、
住民の戸籍の処理やその手続に関する問いかけの投稿である。具体的に、「暫住証（暫定的
居住証明書）を作りたいです。どんな手続が必要ですか」、「今日午後二時十分に 110番に
通報しましたが、三時十五分になっても警察官が来ないです。こんな効率とスピードで、市
民はあなたを頼りにできるのかね？警察官の派遣を担当する人によると、管轄するのは長
城路交番らしいです。」、「車のガラスを破られ、貴重品を失ったことについて、誰か何と
かしてくださいよ。」のような投稿である。	
社会保障とは、個人的リスクを予防し、個人生活を安定させるために、政府や企業が提供
している各種社会的サービスに関する投稿である。主に、社会医療保険カードの取得・使用
方法、公的医療保険の加入、公積金（住宅積立金）の加入・使用方法、住民最低限生活保障
制度の加入、出産に伴う法定休暇の適用範囲に関する投稿である。具体的に、「私の母は戸
籍が固原にあり、現在銀川に定住しています。養老金を納付すべきでしょうか。（社会医療
保険カードあり）」、「今年新たに施行される 158日の育児休業に関して、育児保険はどう
清算しますか？」、「私の両親は一括払いで家を買いたいですが、住宅購入契約書をもって、
私の住宅積立金を使えますか？どんな書類が必要ですか？」のような投稿である。	
生活・仕事環境とは、市民の日常生活や仕事に関わる社会環境や自然環境に関する投稿で
ある。主に、住宅の近隣地域にある企業による騒音や、匂いがきついガスの排出に対する不
満、都市建設・企画、環境汚染、勤務先の建物の設備故障（エレベーター）に関する投稿で
ある。具体的に、「鳳凰南街に 10 年住んでいますが、時々製薬工場から非常にきつい異臭
がします！もう 10 年間経ちましたが、この問題は解決できないのか？！」、「金凰区の水
上公園の水上舞台ですが、その装飾が無茶苦茶です。公園全体の環境をひどく悪化させ、協
調性もありません。」、「こんにちは、閲海湾商務区 CD 金融センターのエレベーターが、
急に落ちることが何回も起こりましたが、誰も修理しません。悲劇が起こらないように、関
連する部門が何とかしてください。」のような投稿である。	
住居とは、住宅や住宅団地内の住民関係・公共施設に関する諸々な投稿である。主に、住
宅の建設・販売・引き渡し・管理、暖房・水道・電力・ガスの供給、住民間のトラブルの投
稿である。具体的な投稿として、「天都十六区（住宅団地名）の住宅がなかなか引き渡され
ません、一体どうすればいいですか！！！」、「金鳳区西門橋西橋苑小区はどうしてまた水
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道が止まったのですか。毎年この季節になると水道が止まるようになって、ちゃんと生活で
きないじゃないですか？」、「こんにちは、少し聞きたいことがあります。銀川市麗景街東
盛苑小区はいつから、住宅の所有権の登記に申し込めますか。」のような投稿である。	
医療とは、病院やコミュニティー・クリニックでの診査や治療などに関する投稿である。
主に、子どもへのワクチンの接種、処方薬の価格への不満・不信、病気を治療するための医
療情報の問いかけ、病院や医者の診察対応への評価に関する投稿である。具体的に、「すみ
ません、自費で負担する赤ちゃんのワクチンは、どの部門で接種すればよいでしょうか。」、
「すみません、無料で妊娠検査を受けられる銀川市の病院はどこですか？コミュニティー・
クリニックならできますか」、「番号札を取りましたが、貴院の耳鼻咽喉科の先生はどこに
いらっしゃいますか？？？？？？？？？	」のような投稿である。	
政務とは、政府と役人に関する投稿である。主に、選挙や政府部門間の上下関係、証明書
類の申し込みなど、政府の運営仕組みと具体的な機能に関する問いかけや助言、政府部門も
しくは役人の行政行為への監督や評価に関する投稿である。具体的に、「婚姻届はどこに行
けばもらえますか、準備すべきものは何ですか」、「どうして同じ行政区画なのに、健康証
明書を発行するための手数料は違うでしょうか?中山北街と宝湖路の金額は別々ですか?」、
「どうして“12345”という市長へのホットラインはずっとつながらないのでしょうか。聞
いてもらえませんか。」、のような投稿である。	
また、表 1のように主題が複数である投稿も確認され、135 件である。例えば、「西夏区
錦潤秀府は、2年間ずっとバスが通っていません。住宅団地内の環境も汚くて乱れています。
不動産管理業者が芝生を壊してまで駐車場を建てるほか、ゴキブリもあちこちに見えます。
不動産管理業者が不動産管理費、駐車料を公示せずに勝手に引き上げています。コミュニテ
ィーの中で自転車を盗まれるのも日常茶飯事です！」、「こんにちは、興慶区欣安小区に関
して、別の建築計画がありますか？そして、連湖花園七区の子どもたちが所属する学区にお
ける小学校と中学校はどこですか？よろしくお願いします！」、「望遠鎮立業春城の唐徠湖
の辺りでは、毎日水道が止まっていて、夜に家に帰ったら料理をしようとしても水がありま
せん。水道運営会社の電話もつながりません。また、望遠にある 2つの製薬工場が、夜中に
きつすぎる匂いを排出しているせいで、吐き気がします。夜中にその匂いのせいで目が醒め
ることもあります。誰かこれを解決してください。」のような投稿である。主題が複数であ
る投稿が投稿全体の 1％に満たなかったことから、一般的に投稿者は一つの投稿で複数の主
題を一気に語ることはしないと言えよう。また、複数主題を含む投稿の内容を精査したとこ
ろ，多様な主題が組み合わせており、同時に出現する可能性の高い主題は「交通と生活環境
(51 件，複数主題を含む投稿のうち 4割弱を占める）」であることがわかった。複数の主題
に言及している投稿を以下の通り、複数の主題に分類した。そして、複数の投稿に分割すれ
ば、投稿に対する感情分析の結果に影響する可能性があるので、感情分析と相関分析・回帰
分析をする際に、複数主題を含む投稿を重複して使った。	
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表 1	 複数主題を含む投稿の一覧表	
主題	 投稿数（件）	主題	 投稿数（件）	主題	 投稿数（件）	
主題不明と政
務	
3	 経済活動と政務	2	 医療と社会保障	1	
交通と経済活
動	
7	 警察とその他	 1	 政務と医療	 1	
交通と警察	 1	 警察と教育	 3	 住居と教育	 1	
交通と社会保
障	
2	
警察と生活・仕
事環境と政務	
1	
住居と経済活動
と政務	
1	
交通と生活環
境	
51	 警察と政務	 1	 住居と警察	 1	
交通と政務	 8	 社会保障と政務	3	
住居と警察と教
育	
1	
交通と住居	 10	 社会保障と警察	3	
住居と警察と社
会保障	
1	
教育と政務	 1	
社会保障と住居
と政務	
1	
住居と生活・仕
事環境と交通	
1	
経済活動と社
会保障	
2	
生活・仕事環境
と警察	
1	 住居と政務	 5	
経済活動と生
活・仕事環境	
6	
生活・仕事環境
と政務	
10	
住居と生活・仕
事環境	
5	
	
4.2	 感情分析・相関分析・回帰分析	
	
4.2.1	 投稿全体	
			
	 投稿全体はポジティブ感情群が 6,420 件、全体の 38.87％であり（小数点 3位以下四捨五
入、以下同様）、中立感情群が 2,757 件、全体の 16.69％であり、ネガティブ感情群が 7,341
件、全体の 44.44％である。	
図 6に示すように、投稿全体では、マイナス感情確率の分布は、U字型の分布で 0と 1
の近傍に 2つのピークがあり、中央（0.5）の付近で最も頻度が小さくなっており、両極
端の投稿が多い。	
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図 6	 全体投稿の感情分布	
	
表 2 に示すように、投稿全体のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント
数との相関係数は.073、1％水準で有意で、正の相関関係である。マイナス感情確率といい
ね数との相関係数は‐.039、1％水準で有意で、負の相関関係である。ここではマイナス感
情確率を使ってポジティブな感情の強度を表しているので、マイナス感情確率が低くなる
ほど、いいね数が増えるということは、ポジティブな感情の強度といいね数とは、正の相関
係数であると意味する。コメント数と転送数との相関係数は.281、1％水準で有意で、正の
相関関係である。コメント数といいね数との相関係数は.161、1％水準で有意で、正の相関
関係である。転送数といいね数との相関係数は.204、1％水準で有意で、正の相関関係であ
る。つまり、投稿全体の感情が、ポジティブであるほど、コメント数といいね数が増加し、
コメント数が多いほど、転送数といいね数が増加し、転送数が多いほど、いいね数が増加す
る傾向が見られた。	
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表 2	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
	
	
表 3 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率とリアクション頻度と
の間に相関関係はない。コメント数と転送数との相関係数は.313、1％水準で有意で、正の
相関関係である。つまり、ネガティブ感情群においては、コメント数が多いほど、転送数が
増加する傾向が見られた。	
	
	 表 3	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
	
	
表 4 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数と
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いいね数である。コメント数は 0.1％水準で、いいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。
コメント数の標準化係数ベータは.064 であり、いいね数の標準化係数ベータは.663 である。
つまり、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいという
ことがわかった。	
	
	表 4	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
	
	
表 5 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はマイナス感情確
率、コメント数といいね数である。マイナス感情確率は 1％水準で、コメント数は 0.1％水
準で、いいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。マイナス感情確率の標準化係数ベータ
は.025 であり、コメント数の標準化係数ベータは.183 であり、いいね数の強度の標準化係
数ベータは.553 である。つまり、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアク
ションの方が大きいということがわかった。	
	
表 5	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）	
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4.2.2	 催し物と市民活動	
	
催し物と市民活動はポジティブ感情群が 84 件、全体の 77.78％であり。中立感情群が 5
件、全体の 4.63％であり、ネガティブ感情群が 19件、全体の 17.59％である。	
図 7に示すように、催し物と市民活動では、マイナス感情確率の分布は、0の近傍にピー
クがあり、中央（0.5）の付近で最も頻度が小さくなっており、一極端の投稿が多い。	
	
	
図 7	 催し物と市民活動の感情分布	
	
表 6 に示すように、催し物と市民活動のポジティブ感情群において、マイナス感情確率と
転送数とコメント数といいね数とは有意な相関関係がなかった。転送数といいね数との相
関係数は.323、1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、転送数が多いほど、いい
ね数が増加する傾向が見られた。	
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表 6	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
	
	
表 7 に示すように、催し物と市民活動のネガティブ感情群において、マイナス感情確率と
コメント数と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数とい
いね数の間にも有意な相関がなかった。	
	
	表 7	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
		
		
表 8 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はいいね数であ
る。いいね数は 5％水準で統計的に有意である。いいね数の標準化係数ベータは.241 であ
る。つまり、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいと
いうことがわかった。	
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表 8	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
		
	
表 9 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はいいね数であ
る。いいね数は 1％水準で統計的に有意である。いいね数の標準化係数ベータは.547 であ
る。つまり、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいと
いうことがわかった。	
	
表 9	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）	
		
	
4.2.3	 銀川市に関する宣伝	
	
銀川市に関する宣伝はポジティブ感情群が 26 件、全体の 78.79％であり、中立感情群が
3件、全体の 9.09％であり、ネガティブ感情群が 4件、全体の 12.12％である。	
図 8に示すように、銀川市に関する宣伝では、マイナス感情確率の分布は、0の近傍にピ
ークがあり、0.6 の付近で最も頻度が小さくなっており、一極端の投稿が多い。
 
 
 
34 
 
	
図 8	 銀川市に関する宣伝の感情分布	
	
表 10 に示すように、銀川市に関する宣伝のポジティブ感情群において、マイナス感情確
率とコメント数と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数
との相関係数は.658、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との
相関係数は.535、1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数
は.841、1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数
といいね数が増加し、転送数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
	
表 10	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
		
		
表 11 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数と転送
数といいね数とは有意な相関関係がなかった。転送数はいいね数との相関係数は 1.000、1％
水準で有意で、正の相関関係である。つまり、転送数が多いほど、いいね数が増加する傾向
が見られた。	
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	表 11	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
		
		
表 12 に示すように、ポジティブな投稿において、転送数に影響する要素はいいね数であ
る。いいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。いいね数の標準化係数ベータは.725 であ
る。つまり、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいと
いうことがわかった。	
	また、ネガティブ感情群の投稿数が 4件のみであり、データ数が少なくモデルは推定でき
ない。	
	
表 12	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
		
	
4.2.4	 その他	
	
その他はポジティブ感情群が 150 件、全体の 50.17％であり、中立感情群が 52 件、全体
の 17.39％であり、ネガティブ感情群が 97 件、全体の 32.44％である。	
図 9に示すように、その他では、マイナス感情確率の分布は、0と 0.9 の近傍に 2つのピ
ークがあり、0.6 の付近で最も頻度が小さくなっており、両極端の投稿が多い。	
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図 9	 その他の感情分布	
	
表 13 に示すように、その他のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント
数との相関係数は‐.189、5％水準で有意で、負の相関関係である。ここではマイナス感情
確率を使ってポジティブな感情の強度を表しているので、マイナス感情確率が低くなるほ
ど、コメント数が増えるということは、ポジティブな感情の強度といいね数とは、正の相関
係数であると意味する。コメント数と転送数との相関係数は.486、1％水準で有意で、正の
相関関係である。	
	
表 13	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
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表 14 に示すように、その他のネガティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント
数と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数は転送数との相関係数
は.252、5％水準で有意で、正の相関関係である。	
	
表 14	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
		
	
表 15 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数で
ある。コメント数は 0.1％水準で統計的に有意である。コメント数の標準化係数ベータ
は.301 である。	
	
	表 15	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
		
	
表 16 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はいいね数であ
る。いいね数は 1％水準で統計的に有意である。いいね数の標準化係数ベータは.293 であ
る。	
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表 16	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）	
		
	
4.2.5	 主題不明	
	
主題不明はポジティブ感情群が 419 件、全体の 53.72％であり、中立感情群が 105件、
全体の 13.46％であり、ネガティブ感情群が 255 件、全体の 32.69％である。	
図 10 に示すように、主題不明では、マイナス感情確率の分布は、0と中央（0.5）と 1
の近傍に 3つのピークがあり、0.6 の付近で最も頻度が小さくなっており、一極端の投稿
が多い。	
	
図 10	 主題不明の感情分布		
	
表 17 に示すように、主題不明のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメン
ト数と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係
数は.266、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数
は.196、1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.282、
1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね
数が増加し、転送数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
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表 17	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
	
	
表 18 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率はコメント数と転送
数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数は転送数との相関係数は.313、
1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数はいいね数との相関係数は.139、5％水
準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね数が増
加する傾向が見られた。	
	
表 18	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
		
	
表 19 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数と
いいね数である。コメント数といいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。いいね数の標
準化係数ベータは.759 であり、コメント数の標準化係数ベータは.179 である。つまり、転
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送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわ
かった。	
	
	表 19	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
	
	
表 20 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数と
いいね数である。コメント数といいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。いいね数の標
準化係数ベータは.923 であり、コメント数の標準化係数ベータは.099 である。つまり、転
送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわ
かった。	
	
表 20	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）	
		
	
4.2.6	 旅行	
	
旅行はポジティブ感情群が 142 件、全体の 88.75％であり、中立感情群が 6 件、全体の
3.75％であり、ネガティブ感情群が 12件、全体の 7.50％である。	
図 11 に示すように、旅行では、マイナス感情確率の分布は、0 の近傍にピークがあり、
0.6 の付近で最も頻度が小さくなっており、一極端の投稿が多い。	
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図 11	 旅行の感情分布	
	
表 21 に示すように、旅行のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数
と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数
は.503、1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数はいいね数との相関係数は.354、
1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数が増加し、
転送数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
	
表 21	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
		
	
表 22 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数と転送
数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数といいね数の間にも有
意な相関がなかった。	
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表 22	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）		
		
		
表 23 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数と
いいね数である。コメント数といいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。コメント数の
標準化係数ベータは.456 であり、いいね数の標準化係数ベータは.415 である。つまり、転
送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわ
かった。	
	
表 23	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
		
	
表 24 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素は確認できなか
った。	
	
表 24	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）		
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4.2.7	 交通	
	
交通はポジティブ感情群が 1,438 件、全体の 40.73％であり、中立感情群が 645 件、全体
の 18.27％であり、ネガティブ感情群が 1,448件、全体の 40.97％である。	
図 12 に示すように、交通では、マイナス感情確率の分布は、ほぼ均一であり、0 の付近
で最も頻度が小さくなっており、分布には特徴がない。	
	
	
図 12	 交通の感情分布	
	
表 25 に示すように、交通のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数
と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数
は.190、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数は.100、
1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.121、1％水準で
有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね数が増加し、
転送数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
	
表 25	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
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表 26 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数との相
関係数は‐.067、5％水準で有意で、負の相関関係である。コメント数と転送数との相関係
数は.197、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数
は.144、1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数の相関係数は.167、1％
水準で有意で、正の相関関係である。つまり、感情がネガティブであるほど、コメント数が
減少し、コメント数が多いほど、転送数といいね数が増加し、転送数が多いほど、いいね数
が増加する傾向が見られた。	
	
表 26	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
		
	
表 27 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はいいね数であ
る。いいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。いいね数の標準化係数ベータは.611 であ
る。つまり、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいと
いうことがわかった。	
	
表 27	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）		
		
	
表 28 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数と
いいね数である。コメント数といいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。いいね数の標
準化係数ベータは.613 であり、コメント数の標準化係数ベータは.192 である。つまり、転
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送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわ
かった。	
	
表 28	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）		
	
	
4.2.8	 教育	
	
教育はポジティブ感情群が 299 件、全体の 53.30％であり、中立感情群が 98 件、全体の
17.47％であり、ネガティブ感情群が 164 件、全体の 29.18％である。	
図 13 に示すように、教育では、マイナス感情確率の分布は、0.1の近傍にピークがあり、
0.9 の付近で最も頻度が小さくなっており、一極端の投稿が多い。	
	
図 13	 教育の感情分布		
	
表 29 に示すように、教育のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数
と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数
は.231、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数は.179、
1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね
数が増加する傾向が見られた。		
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表 29	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
	
	
表 30 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数と転送
数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数は.342、
1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数は.189、5％水
準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.182、5％水準で有意
で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね数が増加し、転
送数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
	
表 30	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
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表 31 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素に関する回帰分
析では、コメント数といいね数の間に、多重共線性が生じたのでコメント数とマイナス感情
確率を独立変数から除いてモデルを推定した。	
	
表 31	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
	
	
表 32 に示すように、ポジティブ感情群において、いいね数は 0.1％水準で統計的に有意
である。いいね数の標準化係数ベータは.560 である。つまり、転送への影響力は、感情よ
り他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわかった。	
	
表 32	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
		
	
表 33 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数で
ある。コメント数は 0.1％水準で統計的に有意である。コメント数の標準化係数ベータ
は.410 である。つまり、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの
方が大きいということがわかった。	
	
表 33	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）		
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4.2.9	 経済活動	
	
経済活動はポジティブ感情群が 722 件、全体の 39.30％であり、中立感情群が 297 件、全
体の 16.17％であり、ネガティブ感情群が 818件、全体の 44.53％である。	
図 14 に示すように、経済活動では、マイナス感情確率の分布は、U 字型の分布で 0.1 と
1 の近傍に 2つのピークがあり、0の付近で最も頻度が小さくなっており、両極端の投稿が
多い。	
	
図 14	 経済活動の感情分布			
	
表 34 に示すように、経済活動のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメン
ト数と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係
数は.332、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数
は.173、1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.153、
1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね
数が増加し、転送数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
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表 34	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
		
	
表 35 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数と転送
数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数は.358、
1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数は.217、1％水
準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.161、1％水準で有意
で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね数が増加し、転
送数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
	
表 35	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
	
	
表 36 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素は確認できなか
った。	
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表 36	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
		 	
	
表 37 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数と
いいね数である。メント数といいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。コメント数の標
準化係数ベータは.238 であり、いいね数の標準化係数ベータは.157 である。つまり、転送
への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわか
った。	
	
表 37	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）	
		
	
4.2.10	 警察	
	
警察はポジティブ感情群が 204 件、全体の 45.54％であり、中立感情群が 93 件、全体の
20.76％であり、ネガティブ感情群が 151 件、全体の 33.71％である。	
図 15 に示すように、警察では、マイナス感情確率の分布は、0.1の近傍にピークがあり、
0.4 と 0.6 の付近で最も頻度が小さくなっており、一極端の投稿が多い。	
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図 15	 警察の感情分布	
	
表 38 に示すように、警察のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数
と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数
は.369、1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数
が増加する傾向が見られた。	
	
表 38	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
		
	
表 39 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数と転送
数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数は.275、
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1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.264、1％水準で
有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数が増加し、転送数が
多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
		
表 39	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
	
	
表 40 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はマイナス感情
確率とコメント数である。マイナス感情確率は 5％水準で統計的に有意であり、コメント数
は 0.1％水準で統計的に有意である。マイナス感情確率は小さいほど、感情がポジティブに
なるので、ポジティブな感情はコメント数と正の関係である。マイナス感情確率の標準化係
数ベータは‐.154 であり、コメント数の標準化係数ベータは.380 である。つまり、転送へ
の影響力は、他の微博ユーザーのリアクションより感情の方が大きいということがわかっ
た。	
 
表 40	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
	
	
表 41 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はいいね数であ
る。いいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。いいね数の標準化係数ベータは.573 であ
る。つまり、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいと
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いうことがわかった。	
	
表 41	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）		
		
 
4.2.11	 社会保障	
	
社会保障はポジティブ感情群が 465 件、全体の 50.82％であり、中立感情群が 167 件、全
体の 18.25％であり、ネガティブ感情群が 283件、全体の 30.93％である。	
図 16 に示すように、社会保障では、マイナス感情確率の分布は、0.1 と 0.2 の近傍にピ
ークがあり、0の付近で最も頻度が小さくなっており、一極端の投稿が多い。	
	
	
図 16	 社会保障の感情分布	
	
表 42 に示すように、社会保障のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメン
ト数と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係
数は.226、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数
は.233、1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数
といいね数が増加する傾向が見られた。	
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表 42	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
	
	
表 43 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数と転送
数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数は.266、
1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数が増加す
る傾向が見られた。	
	
表 43	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
		
	
表 44 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数と
いいね数である。コメント数といいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。いいね数の標
準化係数ベータは.377 であり、コメント数の標準化係数ベータは.202 である。つまり、転
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送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわ
かった。	
	
表 44	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
		
	
表 45 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数であ
る。コメント数は 1％水準で統計的に有意である。コメント数の標準化係数ベータは.165 で
ある。つまり、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きい
ということがわかった。	
	
表 45	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）		
	
	
4.2.12	 生活・仕事環境	
	
生活・仕事環境はポジティブ感情群が 591 件、全体の 32.22％であり、中立感情群が 323
件、全体の 17.61％であり、ネガティブ感情群が 920 件、全体の 50.16％である。	
図 17 に示すように、生活・仕事環境では、マイナス感情確率の分布は、1 の近傍にピー
クがあり、0の付近で最も頻度が小さくなっており、一極端の投稿が多い。	
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図 17	 生活・仕事環境の感情分布	
	
表 46 に示すように、生活・仕事環境のポジティブ感情群において、マイナス感情確率と
コメント数と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との
相関係数は.298、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関
係数は.195、1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.180、
1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね
数が増加し、転送数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
	
表 46	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）		
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表 47 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率と転送数との相関係
数は‐.070、5％水準で有意で、負の相関関係である。マイナス感情確率といいね数との相
関係数は‐.098、1％水準で有意で、負の相関関係である。コメント数と転送数との相関係
数は.327、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数
は.153、1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.142、
1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、感情がネガティブであるほど、転送数と
いいね数が減少し、コメント数が多いほど、転送数といいね数が増加し、転送数が多いほど、
いいね数が増加する傾向が見られた。	
	
表 47	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）		
	
	
表 48 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数と
いいね数である。コメント数といいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。いいね数の標
準化係数ベータは.151 であり、コメント数の標準化係数ベータは.189 である。つまり、転
送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわ
かった。	
	
表 48	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）		
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表 49 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数と
いいね数である。コメント数といいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。いいね数の標
準化係数ベータは.117 であり、コメント数の標準化係数ベータは.123 である。つまり、転
送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわ
かった。	
	
表 49	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）	
		
	
4.2.13	 住居	
	
住居はポジティブ感情群が 1,298 件、全体の 28.14％であり、中立感情群が 753 件、全体
の 16.33％であり、ネガティブ感情群が 2,561件、全体の 55.53％である。	
図 18 に示すように、住居では、マイナス感情確率の分布は、1の近傍にピークがあり、0
の付近で最も頻度が小さくなっており、一極端の投稿が多い。	
	
	
図 18	 住居の感情分布	
	
表 50 に示すように、住居のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数
と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数
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は.287、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数は.290、
1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.251、1％水準で
有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね数が増加し、
転送数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
	
表 50	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
		
	
表 51 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数との相
関係数は‐.062、1％水準で有意で、負の相関関係である。マイナス感情確率と転送数との
相関係数は‐.063、1％水準で有意で、負の相関関係である。マイナス感情確率といいね数
との相関係数は‐.078、1％水準で有意で、負の相関関係である。コメント数と転送数との
相関係数は.327、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関
係数は.212、1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.220、
1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、感情がネガティブであるほど、コメント
数と転送数といいね数が減少し、コメント数が多いほど、転送数といいね数が増加し、転送
数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
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表 51	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）		
	
	
表 52 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はいいね数とコ
メント数である。いいね数はコメント数より影響力が大きい。コメント数は 1％水準で、い
いね数は 0.1％水準で統計的に有意である。いいね数の標準化係数ベータは.574であり、コ
メント数の標準化係数ベータは.073 である。つまり、転送への影響力は、感情より他の微
博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわかった。	
	
表 52	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
		
	
表 53 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はいいね数とコ
メント数である。コメント数といいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。コメント数の
標準化係数ベータは.212 であり、いいね数の標準化係数ベータは.071 である。つまり、転
送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわ
かった。	
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表 53	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）	
		
	
4.2.14	 医療	
	
医療はポジティブ感情群が 132 件、全体の 42.17％であり、中立感情群が 45 件、全体の
14.38％であり、ネガティブ感情群が 136 件、全体の 43.45％である。	
図 19 に示すように、医療では、マイナス感情確率の分布は、0.1 と 0.6 と 0.9 の近傍に
3 つのピークがあり、中央（0.5）の付近で最も頻度が小さくなっており、両極端の投稿が
多い。	
	
	
図 19	 医療の感情分布	
	
表 54 に示すように、医療のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数
と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数
は.275、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数は.256、
1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね
数が増加する傾向が見られた。	
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表 54	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）		
		
	
表 55 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率といいね数との相関
係数は‐.240、1％水準で有意で、負の相関関係である。コメント数と転送数との相関係数
は.262、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数は.226、
1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.299、1％水準で
有意で、正の相関関係である。つまり、感情がネガティブであるほど、いいね数が増加し、
コメント数が多いほど、転送数といいね数が増加し、転送数が多いほど、いいね数が増加す
る傾向が見られた。	
	
表 55	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
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表 56 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数で
ある。コメント数は 0.1％水準で統計的に有意である。コメント数の標準化係数ベータ
は.324 である。つまり、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの
方が大きいということがわかった。	
	
表 56	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
		
	
表 57 に示すように、ネガティブ投稿において、転送数に影響する要素は確認できなかっ
た。	
	
表 57	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）		
		
	
4.2.15	 政務	
	
政務はポジティブ感情群が 499 件、全体の 40.67％であり、中立感情群が 188 件、全体の
15.32％であり、ネガティブ感情群が 540 件、全体の 43.97％である。	
図 20 に示すように、政務では、マイナス感情確率の分布は、U 字型の分布で 0.1 と 1 の
近傍にピークがあり、中央（0.5）の付近で最も頻度が小さくなっており、両極端の投稿が
多い。	
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図 20	 政務の感情分布	
	
表 58 に示すように、政務のポジティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数
と転送数といいね数とは有意な相関関係がなかった。コメント数と転送数との相関係数
は.314、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数は.136、
1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.260、1％水準で
有意で、正の相関関係である。つまり、コメント数が多いほど、転送数といいね数が増加し、
転送数が多いほど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
	
表 58	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ポジティブ感情群）	
		
	
表 59 に示すように、ネガティブ感情群において、マイナス感情確率とコメント数との相
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関係数は‐.086、5％水準で有意で、負の相関関係である。コメント数と転送数との相関係
数は.345、1％水準で有意で、正の相関関係である。コメント数といいね数との相関係数
は.205、1％水準で有意で、正の相関関係である。転送数といいね数との相関係数は.176、
1％水準で有意で、正の相関関係である。つまり、感情がネガティブであるほど、コメント
数が増加する。つまりコメント数は多いほど、転送数といいね数が増加し、転送数は多いほ
ど、いいね数が増加する傾向が見られた。	
	
表 59	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の順位相関（ネガティブ感情群）	
		
	
表 60 に示すように、ポジティブ感情群において、転送数に影響する要素に関する回帰分
析では、コメント数といいね数の間に、多重共線性が生じたのでコメント数とマイナス感情
確率を独立変数から除いてモデルを推定した。	
	
表 60	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
	
	
表 61 に示すように、ネガティブ感情群において、いいね数は 0.1％水準で統計的に有意
である。いいね数の標準化係数ベータは.838 である。つまり、転送への影響力は、感情よ
り他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわかった。	
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表 61	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ポジティブ感情群）	
	
	
表 62 に示すように、ネガティブ感情群において、転送数に影響する要素はコメント数と
いいね数である。コメント数といいね数は 0.1％水準で統計的に有意である。コメント数の
標準化係数ベータは.508 であり、いいね数の標準化係数ベータは.345 である。つまり、転
送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が大きいということがわ
かった。	
 
表 62	 マイナス感情確率およびリアクション頻度の回帰分析（ネガティブ感情群）	
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第 5章	 考察	
	
主題分析の結果について、市民による問いかけの主題として、催し物と市民活動は 108 件
で全体の 0.65％、銀川市に関する宣伝は 33 件で全体の 0.20％、その他は 299 件で全体の
1.81％、主題不明は 780 件で全体の 4.72％、旅行は 160 件で全体の 0.97％、交通は 3,531
件で全体の21.38％、教育は561件で全体の3.40％、経済活動は1,837件で全体の11.12％、
警察は 448件で全体の 2.71％、社会保障は 915件で全体の 5.53％、生活・仕事環境は 1,834
件で全体の 11.10％、住居は 4,612 件で全体の 27.92％、医療は 313 件で全体の 1.89％、政
務は 1,227 件で全体の 7.43％である。投稿全体のうち、住居、交通、経済活動、生活・仕
事環境は、他の主題より明らかに多く、合わせて投稿全体の 71.52％を占める。本研究で得
た問いかけの主題は、譚ら（2017）がまとめた、インターネットで論争になりやすい 17 種
類の公共政策の項目（1.文化、2.教育、3.人口、4.社会保障、5.環境保護、6.交通、7.法治、
8.反腐敗、9.物価、10.食品と薬品の安全、11.公共衛生、12.公共安全、13.公衆道徳、14.
税収、15.財政と経済、16.住宅、17.その他）と類似していることがわかった。次に、主題
が複数である投稿が 135 件であり、投稿全体の 1％に満たなかったことから、投稿者は一般
的に、一つの投稿で複数の主題を一気に語ることをしないことがわかった。このことから、
市民が日常生活で出会った問題をまとめてから、政務微博に問いかけるより、問題に出会う
ごとに問いかけている可能性があると考えられる。従って、政府に対する市民の問いかけは
主に日常生活と密接に関わり、政府が各種の公共政策を立案・施策する際の参考にできると
考えられる。	
そして、感情分析の結果について、投稿全体では、感情が中立的である投稿は少なく、ポ
ジティブあるいはネガティブである投稿は多い。そのうち、ネガティブ感情群は 44.44％で
あり、最も多い。主題別にみると、14 種類の主題のうち、交通、経済活動、生活・仕事環
境、住居、医療、政務という 6種類はネガティブ感情群が多く、警察、教育、その他、主題
不明、催し物と市民活動、銀川市に関する宣伝、旅行、社会保障という 8種類はポジティブ
感情群が多く、中立感情群の多い主題がない。本研究では、感情強度を問いかけ内容の重要
性あるいは緊急性に対する、市民自身の判断と見なしているので、明白な感情のない中立的
な投稿が客観的な情報発信に近いと推察される。これにより、何れの主題においても、ポジ
ティブ感情群とネガティブ感情群の総数が投稿数の大半を占め、客観的な情報発信に近い
中立感情群が少ないことから、市民が明白な感情（ポジティブあるいはネガティブ）を持っ
て政府に問いかけていることがわかった。本研究において、マイナス感情確率を用いて投稿
の感情強度を表し、マイナス感情確率の分布状況を使って投稿に含まれる感情の多様性を
表すので、ほぼ全ての主題において、マイナス感情確率の分布は全ての数値範囲をカバーし
ており、極端にある投稿は多いことから、政府に対する市民の問いかけに含まれる感情は主
にネガティブ感情であり、市民は問いかける際に、強い感情表現を使い、感情を自由に表現
する傾向にあることがわかった。 
 次に、主題分析と感情分析の結果をふまえ、投稿の感情と他の微博ユーザーのリアクショ
ンとの関係を明らかにするため、相関分析を行った。相関分析では、投稿の感情と他の微博
ユーザーのリアクション（コメント、転送、いいね）との相関関係と、他の微博ユーザーの
リアクションそのものの相互の相関関係（例えば、コメント数と転送数、転送数といいね数
など）を検証した。相関分析の結果について、投稿全体はポジティブな感情が、コメント数
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といいね数のニ者とは、正の相関関係であり、ネガティブな感情がコメント数と転送数とい
いね数の三者とは、負の相関関係である。つまり、投稿の感情がポジティブであるほど、当
該投稿のコメント数といいね数が増える傾向にあり、投稿の感情がネガティブであるほど、
当該投稿のコメント数と転送数といいね数が減る傾向にある。この分析結果は、劉叢ら
（2015）の主張と相反している。従って、宛先が政務微博である投稿において、投稿の感情
がネガティブであるほど、他の微博ユーザーがリアクションする意欲が低いと考えられる。
また、主題別にみると、交通という主題の転送数、生活・仕事環境という主題の転送数とい
いね数、住居という主題のコメント数と転送数といいね数、政務という主題のコメント数は、
ネガティブな感情とは負の相関関係であり、医療のいいね数はネガティブな感情とは正の
相関関係である以外、他の主題における微博ユーザーのリアクションはネガティブな感情
とは相関しない。このことから、問いかけの主題が異なる場合、感情と他の微博ユーザーの
リアクションとの相関関係が異なり、投稿全体での相関関係に従わない可能性があること
がわかった。また、警察という主題のポジティブ投稿において、転送数といいね数とは有意
な相関関係がないが、ネガティブ投稿において転送数といいね数とは、正の相関関係である。
社会保障という主題のポジティブ投稿において、コメント数といいね数とは、正の相関関係
である。このことから、各主題の投稿におけるコメント数と転送数といいね数の間では、相
関関係を確認できたが、投稿の感情性質（ポジティブあるいはネガティブ）により、その相
関関係が変わることがわかった。従って、投稿を見た他の微博ユーザーのリアクションはポ
ジティブ感情よりネガティブ感情と相関しており、他の微博ユーザーのリアクションとも
相関することがわかった。	
	 また、回帰分析では、投稿の伝播量を表す指標の 1つである転送数に影響する要素を検証
した。その結果、投稿全体では、ネガティブな感情は転送数に正の影響があるほか、主題別
にみると、警察という主題のポジティブな感情が転送数に負の影響がある。それ以外、転送
数に対する感情の影響が確認できなかった。このことから、問いかけの主題が異なる場合、
感情による転送数への影響は異なり、投稿全体での特徴に従わないことがわかった。さらに、
転送数へのコメント数あるいはいいね数による正の影響を、すべての主題のポジティブ感
情群あるいはネガティブ感情群で確認できた。このことから、市民による問いかけは微博上
での伝播量が投稿自身のコメント数あるいはいいね数の増加により、増加するということ
がわかった。従って、転送への影響力は、感情より他の微博ユーザーのリアクションの方が
大きいということがわかった。	
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第 6章	 政務微博の今後のあり方に関する提言	
	
	 近年、モバイルインターネット普及率の上昇と、政務微博の新たなあり方である政務微博
マトリックスの発展により、政府に対する市民の問いかけは今までより便利になってきた。
それに、政府による返答は政務微博を通じて行われているので、透明性と伝播力が著しく改
善された。微博を通じた政府と市民とのインタラクションや、投稿に対する微博ユーザーの
リアクションに関する研究は多くなされてきたが、市民側による問いかけの主題と、そこに
含まれる感情が持つ傾向と影響力に関する量的研究は少なった。そこで、本研究では市民側
の立場から、問政銀川を研究対象とし、1.主題分析、2.感情分析、3.相関分析、4.回帰分析
を行い、市民による問いかけの主題と感情傾向、投稿に含まれる感情による他の微博ユーザ
ーのリアクションへの影響を明らかにした。結論は以下の 3点である。	
	 まず、政府は実社会での問題を解決し、行政資源を効率的に分配するには、市民による微
博上の問いかけを参考にすべきである。主題分析では、ひとつひとつの投稿を分類する際に、
市民が、政務微博アカウントに対して自身が遭遇した問題について問いかけていることが
わかった。このことから、14 種類の主題における市民の問いかけの投稿数が、実社会にお
ける各種の問題の数量をある程度反映していると考えられる。従って、政府が限られた行政
資源を効率的に分配するには、市民の問いかけを参考に、主題別の投稿数の違いを考慮すべ
きだと考える。	
	 また、政府は政務微博を通じて市民の問いかけを受け付ける際に、問いかけの内容を客観
的に分析し、その緊急性と重要性を峻別すべきである。感情分析では、市民による問いかけ
のほとんどが明白な感情が含んでおり、特にネガティブ投稿が多く存在し、その感情強度も
高いことがわかった。このことから、問いかけにある問題に関する市民の叙述が、客観性に
欠ける可能性があると考えられる。従って、政府が市民の問いかけを受け付ける際に、市民
の感情表出に影響されることなく、問題の本質に注目し、客観的に判断する必要があると考
える。	
	 さらに、政府は市民による問いかけの注目度を判断する際に、多様な指標を使用すべきで
ある。相関分析では、他の微博ユーザーが、問いかけの投稿に含まれる感情がネガティブで
あるほど、投稿にリアクションしない傾向にあることがわかった。このことから、たとえあ
まりコメント、転送、いいねをされなかった投稿であっても、必ずしも他の微博ユーザーに
注目されていないとは言いがたいであろう。従って、感情と他の微博ユーザーのリアクショ
ンとの相関関係を受け、多様な指標の使用は、市民による問いかけの注目度を的確に判断す
ることに寄与できると言えよう。	
本研究では、市民による問いかけの主題とその感情傾向、そこに含まれる感情を他の微博
ユーザーがどのように受け取るのかを明らかにした。ただし、政務微博が市民の日常生活に
おいてどのような意味を持ち、役に立っているのかという視点からすると、さらに、政府と
市民の双方から、そのインタラクションの状況について分析する必要があると考える。今後
の研究の方向性として、政府と市民とのインタラクションについて、その実際の状況を明ら
かにした上で、政務微博の価値や、あり方について議論すべきである。また、政府は市民の
問いかけに対応する際に、問いかけの感情強度を参考に、市民がどのような対応を望むのか
について考察する必要がある。	
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